
年中　　　戸　　　某斤　　　聞

若年層の急性内斜視

2020年（令和2年）2月1日　土哺日

スマートフォンの使い過ぎなどで左目が

急性内斜視になった懇書の油糧前（上）と

治禦後（下）の両日（ツカサキ病院提供）

遭い所と近い物を
見る際の目の動き

スマホの長時間使用で物が二重に見える

画面との距離30芋ン以上離して

日常生活での予防法

■画面と目の距離は

30センチ以上に

軸米巾
ヽ職臨　瀞

■長時間使用しない

（目安は1日1時間以内）

米

β
（（膿

※時折、画面から日を
離して遠くを見よう

9悶■痴

急性内斜視の主な症状　　発症した場合の主な治療法
■物が二重に見える　　　　　■スマホの使用を減らして

日を休める
■プリズムレンズのメカネで

ボツリヌス菌の毒素を注射
し、員の筋肉をまひさせる
（ポトックス治療）

慧芸慧慧認諾’墓警‡諾驚位酢
戻らなくなる　　　　　　　　　　　　　　　内直筋の

厚を㌍状悪霊竺警諾え宗男　号工芸㌶ア悪賢羞誌「筈慧昌も王 
目は物を見る際、両目の視練が同じ場　目標物を見ている時に、もう片方の日 
所にそろうが、斜二院を発症すると、も　が内側を向く状態を「内斜視」という○ 
う片方の目と異なる方向を向いてしま 

片
側
の
巨
が
内
側
に
寄
り
、
左
右
の
視
線
が
ず
れ
て
物
が
二
王
に
見
え
る
「
急
性
内
斜

視
」
。
子
ど
も
や
若
い
世
代
を
中
心
に
、
発
症
が
増
加
し
て
い
る
と
害
わ
れ
て
い
る
。
原

因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
場
末
と
い

っ
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
長
時
間
使
用
だ
。
大
人
と
比
べ
て
若
年
層
で
は
影
響
が
大
き
く
、

思
春
期
は
親
に
言
い
出
せ
す
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
も
。
今
回
の
「
新
・
ひ
ょ
う
ご
の
医
療
」

で
は
、
若
年
膚
の
急
性
丙
斜
視
茅
癌
介
す
る
。

■
1
0
～
2
0
代
で
増
加

「
要
子
ど
も
た
ち
の
内
斜
視
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
。
ツ
カ
ザ
キ
病
院

（
姫
樽
市
網
干
区
）
眼
科
医
長
の
清
嘉

子
医
師
（
4
6
）
は
そ
う
話
す
。

同
病
院
を
受
診
し
た
若
年
の
内
斜
視
愚
者

で
、
状
態
が
悪
く
外
科
手
術
を
週
択
す
る
患

者
は
年
数
人
程
度
だ
っ
た
が
、
数
年
前
か
ら

2
～
3
倍
に
。
「
ち
ょ
う
ど
ス
マ
ホ
が
若
い

世
代
に
普
及
し
始
め
た
そ
ら
い
か
ら
増
え

た
」
と
い
い
、
患
者
は
中
高
生
や
大
学
生
が

中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
は
1
0
～
2
0
代
だ
。

墨
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者

（
篠
原
拓
さ

ら
に
よ
る
讐
で
も
、
次
の
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
日
本
小
児
眼
科
学
会
と
日
本
弱
視
斜

視
字
会
に
所
属
す
る
医
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
2
0
1
8
年
に
急
性
内
斜
視
患
者
（
5

～
3
5
歳
）
の
曇
が
あ
る
と
し
た
医
師

の
う
ち
、
約
8
割
が
「
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使

用
が
関
連
す
る
と
思
う
症
例
が
あ
っ
た
」
と

答
え
た
。■

発
症
の
仕
組
み

人
間
の
員
は
近
く
を
見
る
と
内
側
に
寄

り
、
見
る
の
を
や
め
れ
ば
元
に
戻
る
。
し
か

し
至
近
距
離
を
長
時
間
見
続
け
る
と
、
眼
球

轟
か
す
廠
肉
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
異
常
を

近
く
を
見
る
た
め
に
両
日
が
内
側
に
寄
る

縞
目
〓
臨
ロ

］

「
起
こ
し
、
日

な
っ
て
し
ま

発
症
の
暦

年
膚
に
発
癌

医
師
は
妄

動
作
と
焦
点

の
バ
ラ
ン
ス

若
い
人
は
、

見
続
け
ら
れ

す
可
賀
川

主
な
症
光

視
」
だ
。
ぼ

霧
は
遠
い

症
状
も
時
折

悪
化
す
る

く
ま
で
広
が

目
が
内
側
に

気
付
き
、
帝

に
思
春
期
の

わ
ず
、
発
曹

清
水
医
師
。

す
い
望
足

し
で
も
気
に

受
診
し
て
ほ

■
治
虚

対
策
と
L
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宙を慧讐状宗竺警慧芸文宗男干上諸芸ア芸笠嘉妄言。讐艶も！
副は物を見る際、雨眉の視線が同じ場　目標物を見ている時に・もう片方の巳
所にそろうが、斜視を発症すると、も　が内側を向く状態を「内斜視」という。
う片方の日と異なる方向を向いてしま

中学時代に発症、治療の男子高校生

1日平均8時間使ってしまう

8時間41分と表示されていたo
「ドラマが好きで『早く見たい』とつい○

友達とのやりとりもあるし」。ユーチューブ
や動画配借サービス、写真共有アプリ「イン
スタグラム」や無料通信アプリ「LINE（ラ
イン）」－。使用するアプリやサービスは多
岐に及ぶ。

「亡くなるような病気であれば別だけど、

治ると分かっていると○なかなかやめること

買；宗品；71逼蒜あ蒜壷商蒜Jl盲平均　が難しい」　　　　　（篠原拓真）

「暇さえあれば使ってしまう」。過去に内

斜視の治療を受けた高校3年生の男子生徒
（18）＝姫路市＝はこう睨明し、スマホを見つ

める。
異変を感じたのは中学2年の頃だった。黒

板の文字にサッカーボール。ふとした時に二
書に見えた。昌をこすると正常に戻るため・
気にすることはなかった○
だが中学3年になるとさらにひどくなっ

た。常に物が二iに見え、片目をつぶって見

ることも。それでも病院には行かず、母親か
ら指摘されてようやく受診したという。

「スマホをいじっている子ばかりがなって

いる」。そんな医師の青葉に納得した。中学
1年でスマホを持ち、平日は部活から帰宅す
ると、入浴時間以外は寝るまでずっと使用。
休日は半日近く使い続けることも○男子生徒
は「（動画投稿サイトの）ユーチューブばか
り見ていた」と話す○
ボトツクス治療を何度か受け、現在は内斜

視が治った男子生徒。取材中に配者に見せた

スマホの長時間使用で物が二重に見える

画面との距離30芋ン以上離して

◇「新・ひょうごの医療」は、毎月第1土Ⅷ日に掲戴。
次回は3月7日、「働き盛りを襲う女性のがん」をテー
マに掲載予定です。t子版「神戸新ⅦNEXT」に過去

のシリーズの特集ページがあります○

若い世代の内斜視につ

いて睨明する、ツカサ
手柄院の清水有紀子医

師＝姫路市網干区和久

ご意見、ご感想をお寄せください

神戸新蘭社報遭部医療・科学チーム

「新・ひようこの医療」係　〒650－8571（住所不要）
℡078・362・7040、FAXO78・360・0629・

メールアドレスlryOu＠kdh－nPteOjp

画
面
に
孝
耶
さ
れ
た
8
時
Ⅶ
4
1
分
の

文
字
。
あ
る
1
週
間
の
ス
マ
ホ
の
1

日
平
均
使
用
時
間
だ
＝
姫
路
市
内

．
1
¶
↓
．
u
m
軋
Ⅶ
■
■

起
こ
し
、
日
を
内
寄
り
に
維
持
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
う
。

発
症
の
原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
若

年
膚
に
発
症
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
、
清
水

医
師
は
要
い
人
ほ
ど
、
目
を
内
に
寄
せ
る

動
作
と
焦
点
を
合
わ
せ
る
ピ
ン
ト
調
節
機
能

の
バ
ラ
ン
ス
が
東
成
勲
で
不
安
定
。
な
の
に

若
い
人
は
、
あ
ま
り
疲
れ
ず
に
近
い
臣
雛
を

見
続
け
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
幕
を
撃
」

す
可
能
性
が
高
ま
る
」
と
説
明
す
る
。

主
な
症
状
は
、
物
が
二
重
に
見
え
る
「
複

視
」
だ
。
ぼ
や
け
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

最
初
は
遠
い
場
所
の
物
が
二
つ
に
見
え
る
が

症
状
も
時
折
で
、
見
た
目
で
は
分
か
ら
な
い
。

悪
化
す
る
と
、
二
書
に
見
え
轟
が
近

く
ま
で
広
が
り
、
症
状
は
常
時
出
る
き
っ
に
。

目
が
内
側
に
寄
っ
た
段
階
で
豪
族
が
異
常
に

気
付
き
、
層
疹
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
「
特

に
思
春
期
の
理
昆
連
和
感
が
あ
っ
て
も
言

わ
ず
、
発
寛
が
遅
く
な
る
こ
と
が
多
い
」
と

清
水
医
師
。
「
片
目
の
み
で
見
る
と
見
え
や

す
い
望
ロ
は
、
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
少

し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
眼
科
を

受
診
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

■
治
積
は
注
射
や
手
術

対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
は
ス
マ
ホ
な
ど
の

使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
玉
葉
“
。
減
ら
す
だ

け
で
症
状
が
軽
く
な
っ
た
り
、
治
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
改
善
さ

れ
な
い
場
合
は
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
暮
素
を

目
の
節
肉
に
注
射
し
、
ま
ひ
さ
せ
る
こ
と
で

治
す
「
ポ
ト
ッ
ク
ス
治
翠
や
、
眼
球
を
勤
か

し
て
い
る
内
側
の
筋
肉
を
切
る
な
ど
し
て
調

節
し
、
胃
の
位
正
を
戻
す
手
術
な
ど
を
施
す
。

こ
の
ほ
か
光
璧
屈
折
さ
せ
て
視
線
の
位
t

を
合
わ
せ
る
ヲ
リ
ズ
ム
レ
ン
ズ
」
の
眼
鏡

を
装
着
し
、
矯
正
す
る
万
法
も
あ
る
。
悪
化

す
る
ほ
ど
手
術
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
清

水
医
師
は
「
手
術
し
て
も
再
び
内
斜
視
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
根
本
的
に
は
ス
マ
ホ
の

使
用
法
を
見
直
さ
な
い
と
」
と
講
す
る
。

予
防
対
策
と
し
て
注
意
す
る
こ
と
は
、
使

用
時
間
の
長
さ
▽
距
離
の
近
さ
▽
目
の
動
き

が
圃
足
さ
れ
る
こ
と
1
だ
。

瀾
水
医
師
は
、
成
人
で
も
冒
と
ス
マ
ホ
の

画
面
の
距
離
が
加
鞘
ン
だ
と
、
竃
発

す
る
可
能
性
を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
る
と
紹

介
。
1
日
4
時
間
の
使
用
を
4
カ
月
以
上
続

け
て
い
た
発
症
者
の
症
例
で
、
使
用
を
や
め

る
こ
と
で
改
善
し
た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て

い
る
と
し
r
使
用
時
闇
の
目
安
は
1
時
間
以

内
。
画
面
と
目
の
距
離
は
卸
巧
以
上
に
概
し

て
」
と
訴
え
て
い
る
。


